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本科・研究科生 

令和８年度後学期授業料免除申請のてびき(留意事項) 

令和８年６月 水産大学校 学生生活課 

免除の対象者 

(１)経済的理由により授業料の納付が困難であり、かつ、学業優秀と認められる者 

(２)前学期又は後学期における授業料の納期前６月以内(水大校に入学する者に対する入学した日の属する学期の免除に係

る場合は、入学前１年以内)において、学生の学資を主として負担している者が死亡し、又は学生若しくは学資負担者

が風水害等の災害を受けて授業料の納付が困難な者 

 

提出期間・場所  

 

令和８年６月２６日(金)～令和８年７月２４日(金)１７時 厳守 

学生生活課窓口  必ず申請者本人が持参して下さい(※郵送不可) 

 ※ やむを得ない場合は郵送も可能です。 

  郵送の場合はレターパックプラスで７月２４日（金）必着で送ってください。 

 

 

注意事項 

(１)申請基準日(令和８年７月１日)の状況を正確に記入してください。記載漏れや虚偽申告、判読困難等がある場合は書類

不備として選考審査から除外します。 

(２)虚偽の事実が判明した場合、学業を怠った場合、学生の本分に背いた行為があった場合等は許可を取り消します。 

 

提出書類 表中の「☆」…コピー可の書類。提出された書類は返却できませんのでご注意ください。 

(１)必ず提出する書類 

□ 授業料免除申請書（別紙様式第１号）  

□ 家庭調書  

□ 
住民票の写し 

(同一生計の世帯全員分) 

・「世帯全員」という記載があるもの 

・「続柄」の記載があるもの 

・マイナンバー(個人番号)の記載のないもの 

※申請者が下関市に住民票を移している場合は申請者のみ不要 

3 ヶ月

以内に

発行し

たもの 
□ 

令和８年度(令和７年分)所得課税証明書 

(同一生計の世帯全員分) 

・所得が無い場合、所得額 0円と記載があるもの 

・高校生以下の就学者は不要 

・多子世帯の場合、扶養人数が記載されているもの 

□ 

令和７年分源泉徴収票☆ 
・複数給与所得がある場合、各勤務先のもの 

※令和７年 11 月以降に就職した場合は不要 

いずれ

かの書

類を提

出 
令和７年分確定申告書(第一表･第二表)☆ 

・e-Tax（電子申請）による受付結果画面、即時通知等、

税務署で受付済みであることが確認できるものを添付 

    

(２)家庭状況等により提出する書類 ※該当するものはすべて提出してください。 

□ 在学等証明書(様式あり)  就学者(高校生以上) 

□ 
年収見込証明書(様式自由) 

又は直近 3 か月以上の給与明細書☆ 
令和 7 年 11 月以降に就職された方 

□ 離職(予定)証明書(様式あり) 令和 8 年 4 月～令 8 年 9 月に離職された(する)方 

□ 年金源泉徴収票☆又は年金額決定通知☆等 老齢年金･障害者年金･遺族年金等各種年金(恩給)受給者 

□ 雇用保険受給資格者証☆ 雇用保険受給者 

□ 生活保護決定(変更)通知書(金額記載)☆等 生活保護受給世帯 

□ 保険金支払証明書(支払日･金額記載)☆ 令和 8 年 4 月以降の生命･傷害･火災等保険金受給者 

□ 損益計算書☆･貸借対照表☆･株主資本等変動 学資負担者･学資負担者と同一世帯の家族が同族会社の経営者 
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計算書☆ 

□ 無職申立書(様式あり) 
18 歳以上で無職(予備校･職業訓練校等各種学校に通う者を含む)

の方 

□ 
死亡診断書☆又は死亡を確認できる書類(住

民票の除票の写し等)☆ 

令和 8 年 4 月以降に学資負担者死亡の場合 

 

□ 申立書(様式自由) 
特別な家族構成の場合 

※その他状況について申し出る場合は事実確認が出来る書類を添付してください 

 

(３)特別控除に関する書類 ※同一生計の家族に該当者がいて証明書類が提出できる場合は特別控除を受けられます。 

 書  類 適  用 発行機関 

□ 障害者手帳☆ 障害者のいる世帯 所管官庁等 

□ 
診断書及び経常的に特別な支出をしてい

ることが証明できる書類☆ 

長期療養者(申請時において 6 ヶ月以上療養中又は療

養を必要としている者)のいる世帯 

医師 

薬局等 

□ 家賃･光熱水費の領収書☆ 家計支持者が別居(単身赴任等)している場合 各契約先 

□ 
罹災証明書及び被害により生じた実費を

証明する領収書☆ 
令和8年4月以降に火災･風水害等の被害に遭った場合 

消防署 

市区町村等 

□ 盗難届の証明書 (届出受理番号等)☆ 令和 8 年 4 月以降に盗難の被害に遭った場合 警察署 

 

※特別な事情により申請者本人が独立生計者の場合はご相談ください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

本制度についてご不明な点や、学生の経済支援についてご相談などございましたら、 

水産大学校学生部学生生活課へお問合せください。 

 

〒７５９－６５９５ 

山口県下関市永田本町二丁目７番１号 

水産大学校学生部学生生活課 

                電話 ０８３－２８６－５１１３（平日 8:30～17:00） 

                E-mail: seikatsu@fish-u.ac.jp 
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書類の記入方法 ※黒のボールペンで、明瞭に記入してください。 

(１)授業料免除申請書 

 

 

 

  

申請者本人が自筆で具体的に記入のこと 

家計支持者が無職の場合は離職理由や就業見込の有無 

退職金無支給の場合や、死亡者がいて保険金の支払いが無い場

合など、現状を記入 

提出日を記入のこと 

申請者･学資負担者各自が自筆記入のこと 

同一筆跡は認められません 

書類に不備が無いか確認後、クラス担当教員(研究科生に

あっては専攻分野長)の署名を受けること 
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(２)家庭調書 

   ＜各種所得欄記入上の注意＞ 

○前年(令和７年)の金額を記入してください。 

○「千円」の表示がある箇所は、千円未満の端数を切り捨てて記入してください。 

○記入した金額には、それを証明する書類が必要になります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

授業料免除申請時に提出していただくすべての書類に記載されている個人情報は、免除選考及び本学が実施する経済支援の

ために利用し、その他の目的には利用しません。 

番地、建物名、部屋番号、○○方等正確に記入 

・父母は必ず記入 

・家計支持者及び申請者と同一生計の方をすべ

て記入 

・「職業」は会社員、教員、パート等 

・「勤務先」は○○株式会社、○○高校、自営

業の場合は○○商店経営等 

・同一人で複数収入がある場合は適宜欄を上下

に区分すること 

・「就学者」は、小･中･高･高専･大学(短･院)･

特別支援･専修(高等･専門)の各学校に在籍

する者(予備校･職業訓練校等は含まない) 


